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平成 20 年 12 月期中間業績予想の修正に関するお知らせ 

                                       
平成 20 年 12 月期の業績予想について、平成 20 年 2 月 13 日の決算発表時に公表いたしまし

た業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします｡ 
 

 
記 

 
1. 平成 20 年 12 月期中間連結業績予想の修正(平成 20 年 1 月 1 日～6 月 30 日) 

(単位:百万円) 
 営業収益 営業利益 経常利益 中間純利益 1 株当たり 

中間純利益 
前 回 発 表 予 想 ( A ) 9,963   1,936   1,753   1,076    10,267.14 
今 回 修 正 予 想 ( B ) 7,998   1,223   840   465    4,445.05 
増 減 額 ( B － A ) △1,964   △713   △912   △610    －

増 減 率 ( ％ ) △19.7％ △36.8％ △52.1％ △56.7％  －

前年実績(19年 12月期中間) 8,162   2,409   2,138   1,302    12,421.76 
（注）前年実績の一株当たり中間純利益は、株式分割の影響を加味しております。 
（ご参考） 
通期見通し(20 年 12 月期) 19,033   3,380   2,946   1,835    17,507.21 
（注）通期の業績見通しについては変更ありません。 
 
2. 平成 20 年 12 月期中間単独業績予想の修正(平成 20 年 1 月 1 日～6 月 30 日) 

(単位:百万円) 
 営業収益 営業利益 経常利益 中間純利益 1 株当たり 

中間純利益 
前 回 発 表 予 想 ( A ) 9,606   1,926   1,885   1,115    10,646.13 
今 回 修 正 予 想 ( B ) 7,628   1,208   1,132   654    6,241.21 
増 減 額 ( B － A ) △1,978   △717   △752   △461    －

増 減 率 ( ％ ) △20.6％ △37.3％ △39.9％ △41.4％  －

前年実績(19年 12月期中間) 6,960   2,109   2,007   1,175    11,218.51 
（注）前年実績の一株当たり中間純利益は、株式分割の影響を加味しております。 
（ご参考） 
通期見通し(20 年 12 月期) 18,335   3,378   3,218   1,885    17,990.72 
（注）通期の業績見通しについては変更ありません。 
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3. 修正の理由 

  （中間連結業績予想の修正）   
当社グループの基幹事業であるコンサル収益は好調に推移し、当中間連結会計期間において

予算比 26％増の 2,001 百万円の計上を見込んでおります。 
一方で、不動産取引収益は、主力商品である ADVANTAGE CLUB の組成を 2 組合 43 億円

（口数 430 口 一口 1,000 万円）行いました。しかしながら、不動産プロジェクト売上を見込

んでいたものについて、売却が下期にずれ込む案件がありました。したがって、当中間連結会

計期間において不動産売上高は、予算比 30.8％減の 5,273 百万円の計上を見込んでおります。 
上記の状況から、営業収益は前回予想比 19.7％減の 7,998 百万円、営業利益は前回予想比

36.8％減の 1,223 百万円、経常利益は前回予想比 52.1％減の 840 百万円、当中間純利益も前回

予想比 56.7％減の 465 百万円となる見込みであります。 
 
  （中間個別業績予想の修正） 

連結業績の修正理由と同様であります。 
 
 

なお、通期の業績予想（連結・単体）につきましては、売却時期が下期にずれ込んだ不動産プロ

ジェクト案件の収益化を予定しており、今回修正はございません。 
 
   
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その特記事項 
   上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 
 

以 上     


